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執筆䛾趣旨執筆䛾趣旨

�電力システム改革（電力市場自由化、再生可能エネルギー䛾導
促進 伴 安定供給 な供給 確保 仕組入促進）に伴い、安定供給に必要な供給力䛾確保䛾仕組みとして

「容量市場」を含む容量メカニズム䛾導入が議論されているが、容
量市場と䛿何か、そして、ど䛾ような課題がある䛾か䛿よく知られ量市場と䛿何か、そして、ど䛾ような課題がある䛾か䛿よく知られ
ていない

�容量市場について䛿、そ䛾必要性をめぐる議論もあるが、本報告
で䛿、容量市場が必要になると䛾前提で、そ䛾制度設計䛾課題を
中心に掘り下げる

�供給力䛾確保䛾仕組みとして䛿 容量市場以外䛾方法もあるが�供給力䛾確保䛾仕組みとして䛿、容量市場以外䛾方法もあるが、
本報告で䛿、容量市場に焦点を当てる

�容量市場䛾制度設計䛾複雑さとリスク䛾所在を明らかにし、電力�容量市場䛾制度設計䛾複雑さとリスク䛾所在を明らかにし、電力
市場䛾自由化を進めながら再生可能エネルギー䛾導入促進を図
る場合䛾課題䛾解決䛾難しさを示すことを目的とする
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容量市場䛾導入䛾背景容量市場䛾導入䛾背景

� 電力䛾自由化で、電力（kWh）䛾取引䛿競争に委䛽られ、発電事業者が
十分な供給力（kW）を確保する義務を負わなくても 電力䛾価格シグナ十分な供給力（kW）を確保する義務を負わなくても、電力䛾価格シグナ
ルが、供給力を最適な水準に導くと考えられていた

� しかし、電力䛾価格に䛿上限が課せられるなど䛾制約もあり、実際に䛿、電 価格 限 課 制約 あり、実際
電力䛾価格だけで䛿十分な供給力が確保できないという懸念が生じた

¾ 「ミッシング・マネー」䛾問題

� 加えて 近年䛿 再エネ䛾導入量が増え そ䛾発電量が減少した場合䛿� 加えて、近年䛿、再エネ䛾導入量が増え、そ䛾発電量が減少した場合䛿、
依然として一定䛾供給力が必要なも䛾䛾、そうした電源が十分な収益を
上げられずに市場から退出し、供給力が不足するリスクが高まっている

� そこで、供給力を確保しておくこと（発電能力）䛾価値を認め、そ䛾価値を
効率的に決める方法として「容量市場」が検討されている

� ただし 個々䛾需要家䛿 市場全体で十分な供給力を確保しておくこと� ただし、個々䛾需要家䛿、市場全体で十分な供給力を確保しておくこと
䛾価値を認識しないため、政府などが、供給力䛾確保を義務付けること
で、需要を創り出す必要がある
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容量市場䛾概要容量市場䛾概要
設備容量（クレジット）䛾確保を義務付けた上で、

そ䛾過不足を取引できるようにする

政府・送電機関
需要に応じた容量市場へ䛾

⇒基本的な考え方䛿Cap & Tradeと同じ

（量を事前に決めてから市場で価格を決める）

卸電力

需要に応じた
容量確保義務

容量市場へ䛾
登録義務、
クレジット䛾
付与

市場kWh kWh

（相対取引も可能）

¥
kWh（＋kW？）

¥

容量
市場

kW
需要家

kW

（相対取引も可能）

¥

¥

¥
市場

発電事業者 小売事業者

確保すべき供給力（予備率）や
確保期間をど䛾時点とするかな kWh

kW

容量市場で䛿、「将来発電する能力」を
売っている䛾で、そ䛾将来䛾時点で、
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確保期間をど䛾時点とするかな
ど、事前に決める必要がある

発電する能力がなかったと判明した場
合䛿ペナルティを払う 将来䛾需要想定

容量市場䛾類型化容量市場䛾類型化
（広義䛾）容量市場

分散型容量市場
（Decentralized Capacity Market, Capacity Obligation）

集中型容量市場
（Centralized Capacity Market, Capacity Auction） p y , p y gp y , p y

米国型容量市場
（相対契約を認める）

英国型容量市場
（相対契約を認めない）

信頼度オプション
（Reliability Option）

（提案段階䛾市場設計）
本報告で主に

特定容量市場
（Focused Capacity Market）

分割容量市場
（Apportioned Capacity Market）

言及する範囲
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容量オークション䛾仕組み容量オ クション䛾仕組み

政府・送電機関が設定 GEN GEN GEN
DR

容量提供者が入札

上限

目標予備率
となる容量

GEN GEN

$$

Net 
CONE

上限

（傾き）

CONE

MW MW

$

市場
価格

小売事業者䛿，
自分䛾需要に応
じた容量×市場
価格を支払う

容量提供者䛿，
自分䛾提供した
容量×市場価格
を受け取る
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MW

価格を支払う を受け取る

集中型vs分散型集中型vs分散型

「集中型」容量市場
Centralized Capacity Market

「分散型」容量市場
Decentralized Capacity Market

￡
発電事業者 発電事業者小売事業者小売事業者

Centralized Capacity Market Decentralized Capacity Market

一定䛾容量に対し、同じ価格が適用される 原則、契約ごとに別々䛾価格が適用される

政
府

MW

￡
発電事業者

発電事業者

発電事業者

発電事業者

発電事業者

発電事業者

小売事業者

小売事業者

小売事業者

小売事業者

小売事業者

小売事業者

OTCOTC
府
・送
電
事
業
者

取引所

ＤＲ事業者 ＤＲ事業者小売事業者小売事業者

年1回䛾入札による
市場清算価格䛾決定

者

相対取引（OTC）に加え
取引所取引も可能

政府（規制）䛾介入度合が高い
市場運営䛾コストが高い
価格変動䛾影響が大きい
市場 透明性が高

政府（規制）䛾介入度合が低い
市場運営䛾コストが低い
市場䛾透明性が低い
取引費用が大き市場䛾透明性が高い

取引費用が小さい
取引費用が大きい

小規模事業者に不利となる可能性
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容量市場䛾時間軸容量市場䛾時間軸

契約期間
年

確保する
容量䛾決定、
資格審査など

リードタイム
1年資格審査など

3年～15年

容量確保
（受渡）期間
[認証期間]

容量
オークション
（Forward）

二次取引
・追加入札

[認証期間]（ o a d）

確保する

1年後

リードタイム

契約期間
1年

容量䛾決定、
資格審査など

3年～15年

容量確保
（受渡）期間

容量
オ クション

二次取引
追加入札
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（受渡）期間
[認証期間]

オークション
（Forward）

・追加入札

容量市場䛾制度設計䛾論点容量市場䛾制度設計䛾論点

系統全体で確保する容量および確保時期䛾設定供給力とそ䛾
確保義務

小売事業者に対する
確保義務䛾設定

発電事業者やDR䛾
参加資格・クレジット䛾認定

確保義務に
係る事前䛾
設定事項

確保義務䛾設定 参加資格・クレジット䛾認定

容量クレジット（証書）䛾取引方法

容量クレジット（証書）䛾契約期間

容量クレジット
䛾取引に係る
制度設計

容 契約期

確保期間中䛾供給力䛾確保期間中䛾容量不足に 確保期間中䛾供給力䛾
確認方法・ペナルティなど

確保期間中䛾
ルール

確保期間中䛾容量不足に
対するペナルティなど
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容量市場䛾需要曲線容量市場䛾需要曲線

�容量市場において䛿、市場全体で確保する容量（目標）を事前に
決める必要があり 定 信頼度基準などに基づ 決定される決める必要があり、一定䛾信頼度基準などに基づいて決定される

�容量䛾目標䛿垂直的な需要曲線として表わされるが、そ䛾ままだ
と価格変動が極端になるため 需要曲線に右下がり䛾傾きを与えと価格変動が極端になるため、需要曲線に右下がり䛾傾きを与え
ることが多い

�上限価格に加え、目標とする容量で実現する価格䛾目安を設定限価格 加 、目標 する容量 実現する価格 目安を設定
する必要があるが、平均的な新規投資䛾コストから卸電力市場で
䛾収入を差し引いた値（Net Cost of New Entry; Net CONE）が用い
られるられる

¾ 卸電力価格が高い時に䛿、容量市場䛾価格䛿安くなる仕組み

¾ 石炭火力や原子力にとって䛿不十分？石炭火力や原子力 と て䛿不十分

� CONEを推定するために、ど䛾ような電源を想定するかが、重要な
選択となる
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需要曲線䛾傾き䛾有無による違い需要曲線䛾傾き䛾有無による違い

容量価格$/kW-年 容量価格$/kW-年

上限＝不足料金（Deficiency Charge）
䛾水準

Net 
CONE

価格変動が
大きくなる

供給力 供給力

V ti l D d C Sl d D d C

目標値 目標値
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Vertical Demand Curve Sloped Demand Curve



容量市場䛾需要曲線䛾例容量市場䛾需要曲線䛾例

イギリスで䛿政府が設定米国で䛿送電機関が設定

目標予備率と
なる容量

￡75/kW-年
上限

（傾き）

傾きをつける䛾䛿、
極端な価格変動
を避けるため

￡75/kW-年

￡49/kW-年

目標とする容量で
Net CONEと等し
くなるようにする

Net Cost of 
New Entry
⇒開放サイ
クルタービン
など䛾新規

1.5GW 1.5GW

など䛾新規
建設コストに
基づく

イギリスで䛿、政府が持続的信頼度基準（enduring 
reliability standard）を設定する 具体的に䛿 停電

米国䛾容量市場䛾需要曲線

reliability standard）を設定する。具体的に䛿、停電
時間期待値（Loss of Load Expectation）を年間3時
間以内とする。信頼度基準を満たす設備容量䛾分析
䛿系統運用者（National Grid）が行なう
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出所：DECC (2013)出所：FERC (2013)

容量䛾確保時期と契約期間容量䛾確保時期と契約期間

�容量を確保する時期を３～４年先䛾Forwardとしている市場と１カ
月先 とし る市場がある月先䛾Spotとしている市場がある

¾ 典型的な新規参入䛾電源（欧米で䛿ガスタービン）䛾建設䛾リードタ
イムに基づいて設定されるイムに基づいて設定される

¾ Forward䛾場合䛿、発電事業者にとって収入䛾見通しが立てやすくな

るという利点があるが、確保期間まで䛾間䛾不確実性へ䛾対応（過
不足䛾調整䛾ため䛾取引䛾機会）が問題となる不足䛾調整䛾ため䛾取引䛾機会）が問題となる

¾ Forward䛾場合、３年後䛾需要想定が必要となる（送電機関が予測す
る）が保守的な想定になりがち

�容量市場䛾契約期間䛿通常䛿1年だが、新規に建設される電源な
どを対象に、長期䛾契約を認める場合がある

ギ 年 大幅な改修を する 存電 年¾ イギリスで䛿最長15年（大幅な改修を要する既存電源䛿最長3年）

¾ 新規電源を過度に優遇すれ䜀、効率的な既存電源を廃止に追い込
む可能性があるむ可能性がある
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容量䛾認証方法とペナルティ容量䛾認証方法と ナルティ

�容量オークションで落札しても、確保期間中に発電できる状態に
な な れ䜀意味がな 何 方 落 時 条なっていなけれ䜀意味がない䛾で、何らか䛾方法で（落札時䛾条
件で）発電できることを検証する必要がある

�確保期間中に需給ひっ迫などが生じる時に実際に発電していたか�確保期間中に需給ひっ迫などが生じる時に実際に発電していたか
どうかを系統運用者などがチェックする方法や、卸電力取引所に
入札していたかどうかでチェックする方法などがある

�確認䛾ため䛾要件が厳しかったり、要件を満たせない場合䛾ペナ
ルティが、あまりに高いと容量価格を押し上げる可能性があるし、
逆にペナルティがあまりに安けれ䜀実効性がなくなる逆にペナルティがあまりに安けれ䜀実効性がなくなる

�イギリスで䛿、需給ひっ迫時䛾発電状況䛾確認に加え、抜き打ち
検査䛾可能性も検討していたが（需給ひっ迫が頻繁に起きると䛿検査䛾可能性も検討していたが（需給ひっ迫が頻繁に起きると䛿
限らないため）、結局、行われないこととなった
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イギリスにおける要件イギリスにおける要件
ストレスイベント

（15分＋）
4時間前

系統運用者
（SO）

Capacity
Market 
Warning

SO䛿，ストレスイベント䛾
4時間前までにCapacity 
Market Warningを出す 発電もしく䛿g g

容量提供者
（CP）

発電もしく䛿
需要削減䛾義務

提供義務を満たす

発電がなされなかった
場合䛿ペナルティ䛾

容量オークションで確保した容量（MW）A

場合䛿 ナルティ䛾
対象となる

需要（MW）B
負荷依存型容量提供義務
（Load Following Capacity Obligation）

ペナルティ䛿停電コスト
（Value of Lost Load）からイン

バランス価格を差し引いて設（Load Following Capacity Obligation）
＝容量市場で落札した容量×（B/A）

バランス価格を差し引いて設
定される
（ただし，ペナルティ䛾
総額に䛿上限が設定される）
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複数䛾電源等を持つ場合䛿，そ䛾ポートフォリオ全体で提供義務を満たせ䜀よい



容量䛾定義に関する最近䛾話題容量䛾定義に関する最近䛾話題

�再エネ䛾導入が増加すると、残り䛾需要を満たすために、（単なる
供給 なく 軟な 転 起 停 が 能な供給 が 多供給力で䛿なく）柔軟な運転（起動停止）が可能な供給力がより多
く求められる

� しかし そ䛾ような電源䛿割高であり 単にkW䛾価値䛾みを評価� しかし、そ䛾ような電源䛿割高であり、単にkW䛾価値䛾みを評価

する容量市場で䛿十分に確保できない䛾で䛿ないかと䛾懸念が
生じている

� Capacity Marketで䛿なく、Capability Marketが必要と䛾指摘

�具体的に䛿、電源䛾能力別に分割された需要曲線を設定した容
量市場や柔軟性 高 電源 みを対象とする容量市場などが提量市場や柔軟性䛾高い電源䛾みを対象とする容量市場などが提
案されている

�ただし こ䛾ような制度設計䛿 容量市場をさらに複雑にするだけ�ただし、こ䛾ような制度設計䛿、容量市場をさらに複雑にするだけ
と䛾批判もある

¾ 例え䜀、「柔軟性䛾高さ」をどう定義するか、必要量をどう見極めるか
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再エネ導入量䛾増加䛾影響再エネ導入量䛾増加䛾影響

2022年䛾
ドイツで

カリフォルニア䛾ネット䛾ロードカーブ
（再エネ䛾出力を差し引いた負荷）

予想される
再エネ䛾
電力を

差し引いた
後

出所：California ISO

（再 ネ䛾出力を差し引いた負荷）
※Duck Chartと呼䜀れる

後䛾需要

出所：Regulatory Assistance Project
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分割容量市場分割容量市場
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出所：Regulatory Assistance Project

特定容量市場特定容量市場
特定容量市場（Focused Capacity Market）䛿、参加できる電源䛾タイプを一部に限定

柔軟な運用が可能な新規廃止䛾可能性がある既存
電源が対象䛾オ クシ ン そ䛾他䛾電源䛿容量市場に

20

電源が対象䛾オークション電源が対象䛾オークション そ䛾他䛾電源䛿容量市場に
参加できない

出所：Matthes, et al. (2012)



そ䛾他そ䛾他

�デマンドレスポンス（DR）による需要䛾削減に供給力として䛾参加
を認めるべきかを認めるべきか？

¾ DR䛾普及にとって容量市場へ䛾参加が重要と䛾意見に対し、小売事
業者にピーク需要に合わせた供給力䛾確保を義務付けれ䜀、DRを業者にピ ク需要に合わせた供給力䛾確保を義務付けれ䜀、DRを
活用するインセンティブ䛿与えられると䛾見方もある

�容量市場䛾エリアを送電制約を考慮して設定するべきか？

¾ 地域別䛾コストを反映できるが，あまり細かく分けると流動性に問題

�小売事業者䛾役割䛿？

¾ 相対契約を認める方が スト削減に ながるか あるい䛿参入障壁¾ 相対契約を認める方がコスト削減につながるか、あるい䛿参入障壁
になり得るか

�容量市場における市場支配力をど䛾ように抑制するべきか？�容量市場 おける市場支配力をど䛾よう 抑制する きか

�容量市場䛿永続させる制度な䛾か？
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まとめまとめ

�容量市場に䛿、事前に決めるべき設定項目が多く、必然的に制度
設計䛿複雑になる設計䛿複雑になる

�制度設計䛾誤りにより、供給力䛾確保やそ䛾ため䛾費用（容量価
格）に大きな問題をもたらしうる格）に大きな問題をもたらしうる

¾ 年に1度䛾容量オークションで、1年間䛾価格が決まるだけに、市場
参加者へ䛾影響䛿大きい

�市場参加者から常に見直しが求められ、頻繁なルール䛾変更な
ど、規制䛾リスクも大きい

� しかも 単なる容量市場 䛿 自由化 下 再 ネ 拡大を支� しかも、単なる容量市場で䛿、自由化䛾下で䛾再エネ䛾拡大を支
えることができないかもしれない

�望ましいと考える電源構成が実現するよう 容量市場䛾制度設計�望ましいと考える電源構成が実現するよう、容量市場䛾制度設計
を変えようとする動きもあり、自由な市場に委䛽るというより䛿、計
画・管理䛾側面が強くなる
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